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株式会社紀陽銀行（頭取：松岡 靖之）は、株式会社地域経済活性化支援機構（以下、「ＲＥＶＩＣ」）
などが設立・運営する「観光遺産産業化投資事業有限責任組合」（以下、「本ファンド」）への出資を決
定しましたのでお知らせいたします。 
本ファンドは、「日本ならでは」の魅力を持つ観光資源である「観光遺産（文化遺産・自然遺産等）」

を活用する観光事業者に対し、出資および経営人材等のハンズオン支援を通じて、地方への誘客および
地域の観光消費額増加等を図ることを目的としています。 
紀陽銀行は、本ファンドへの出資を通じ、和歌山県内の観光資源を活かし、持続可能な地域社会の実

現に貢献してまいります。 
 

【本ファンドの概要】 

名    称 観光遺産産業化投資事業有限責任組合（観光遺産産業化ファンド） 

ファンド総額（予定） ３０億円 

組 合 構 成 員 

株式会社紀陽銀行、株式会社北洋銀行、株式会社岩手銀行、 
株式会社横浜銀行、株式会社山梨中央銀行、株式会社ゆうちょ銀行、 
株式会社滋賀銀行、株式会社栃木銀行、株式会社足利銀行、 
株式会社静岡銀行、三島信用金庫、株式会社観光産業化投資基盤 

戦略パートナー 

株式会社ＡＮＡ総合研究所、ＷＩＬＬＥＲ株式会社、 
近鉄グループホールディングス株式会社、凸版印刷株式会社、 
日本航空株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、株式会社ＪＴＢ、 
東武鉄道株式会社、京阪ホールディングス株式会社 

設 立 日 ２０１９年６月１９日 

存 続 期 間 ８年間 

業 務 運 営 者 株式会社観光産業化投資基盤 

 
【スキーム図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 
                               

 「観光遺産産業化ファンド」への出資について 

本取り組みは、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）のゴール８「働きがいも経済成長も」、ゴー

ル９「産業と技術革新の基盤をつくろう」、ゴール１７「パートナーシップで目標を達成しよ

う」につながる取り組みです。 
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【投資先】
①地域型投資、②テーマ型投資

※ＧＰ：無限責任組合員（ジェネラル・パートナー）
ＬＰ：有限責任組合委員（リミテッド・パートナー）

ハンズオン：投資先企業の経営に深く関与すること


